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序 文

富崎県教育委員会では､2007(平成19)年度に国首尾鈴農業水利事業大内ファームポンド敷地造成工事

及び調整水槽工事に伴う埋蔵文化財発掘調査を実施しました｡本作はその発掘調査報告ltL;です0

本皆に掲赦した住吉B遺跡では､旧石器時代-縄文時代早期における集石遺構や土坑､土器 ･石器遺

物などが確認され､赤石追跡では､縄文時代中期-後期の竪穴住居 ･土坑､土器 ･石器造物や弥生時代

中期の竪穴住居､土器 ･石器遣物などが確認されました｡

これらは､当該期の地域間交流の様相を考える上で大きな成果となりました｡ここに報告する内容は､

今後､当地域の歴史を解明する上で良好な資料の蓄積になるものと考えられます｡

本聾が学術資料としてだけでなく､学校教育や生涯学習の場などで広く活用され､埋蔵文化財保証に

対する認織や理解を深める一助になれば幸いです｡

最後になりましたが､調査に御協力いただいた閥係諸機関はじめ､地元の方々に心より厚くお礼申し

上げます｡

2009年2月

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長 福 永 展 辛



例 ロ

1 本缶は､国営尾鈴農業水利事業大rLJ77-ムポンド敷地造成工事及び調整水槽工事に伴い宮崎県教育委員会が実

施した､宮崎県児湯郡川南町所在の住膏B追跡及び赤石追跡の発掘調査報告宙である.

2 発榊調査は､農林水産省九州腿政局尾鈴腿梁水利事業所の委託を受け､宮崎県教育委員会を宅体に宮崎県塩蔵文

化財センターが英施し､任意B追跡は2007(平成19)年11月19Elから2008(平成20)年2月15Elまで､赤石造跡は

2007(平成19)年11月19日から2008(平成20)年1月21円まで行った｡

3 発掘調査は､住膏B追跡を調査第二課第四担当主事二宮満夫 ･同課第三担当主査若松宏一が､赤石追跡を同課第

三担当主査谷口千尋 ･同課第L朝里当主事森山利枝が行った｡また､現地調査における図面作成及び写真撮影につい

ては､それぞれの調査担当者が行った｡なお､発掘調査についての組織は以下の通りである｡

2007(平成19)年度 所 艮 紺野 勉 調 4E 第 二 課 長 市川 悦班

IJIJ 所 il )JT憾 悟郎 糾企第二課主梓訓査第四lqtl'lリーダー 近藤 協

鑑 叔 課 長 富虚 曲 調 鮭 坦 iLj (文 化 財 諜 主 査 ) 日成 広人

総務課主幹総頗担当リーダー 高山 JF.ィ.亨

4･ 整理作業は､宮崎県埋蔵文化財センターで行い､本缶に係わる業務については任意B追跡を二宮が､赤石遊脚 を

谷口が､それぞれ整理作業員の協力を得て行った.

5 住吉B避跡の空中写真撮影業務は､有限会社スカイサーベイ九州に､避難店側景 ･グリッド杭設置等の測罷業-諺

は､有限会社川南技術コンサルタントに委託した.赤石遺跡の空中写共掘影業務は､有限会社ふじたに､基難点測

量 ･グリッド杭設置等の測量某務は､有限会社久保FEl測量設計に委託した0

6 赤石造跡の自然科学分析は､株式会社古環境研究所に委託し､分析結果については節V章に収録した｡

7 本軒の執筆は､第Ⅰ･m欝を二宮､第ロ.Ⅳ華を谷口が行い､全体の編娘については､両者が協議のうえ行った｡

なお､整理作業 ･報告替作成についての組織は､以下の通りである｡

2008(平成20)年焼 Jrr 位 相ノk 膜幸 .-射 光 第 二 .I.# 比 市川 悦蛾

別 所 媒 加藤 I即は 調査軒=誰も抑制査節Lq押Jr'1リ ーダー 近藤 協

別 所 艮 北 総 播 雌 艮 良太 英詞 .粥 盤 担 当 (文 化 財 .雌上 布 ) rl誠 広̂

総務.1%三毛幹線務担､l'lTJ-ダー 高山 正信

8 華≡理作業にあたっては､当センターの職員から有益な助言を得た｡また､住吉B追跡の地層の微細観察および赤

石IiE-跡出土の石製品の石材同定については､赤崎広志氏 (宮崎県総合博物鮎)の御教示を得た0

9 調査で出土した造物､その他の諸記録は､宮崎県埋蔵文化財センターにおいて保管している.



凡 例

1 本啓で使用した地図は､国土地理院発行の2万5千分の1図 (川南 ･石河内)､川南町役場発行の1万分の1回､

腿林水産省九州瓜政局尾輪腿業水利事梁所提供の千分の1匡】をもとに作成した｡

2 本許で使用した方位は､国土座標第Ⅱ系 (世界測地系)の座標北､標高については､海抜絶対高を示す｡

3 本啓で使用した土色は､小山正忠 ･竹原秀雄縮2006r新版 標輩土色帖128版に堆じた｡

4 本啓における造構名の表記は､竪穴住居をSA､土坑をSC､集石造柵をSI､不明道柵をSZで示し､追捕番

号については､遺跡毎に粧数の通し番号を付した0

5 本辞で取り撒う縄文土器のうち､早期については､新東尾-1989､木崎康弘1998､中期については､顛･Er)1光博1997

において､それぞれに示された分類と嗣年に準じた｡その他にも､金丸武司2004を参考にした.また､弥生土器に

ついては､石川悦雄1984､雅邦光博2000を参考にした｡

なお､本番で参考および引用した文献については､p.76に収録しているが､特に本文中において注などで示して

いない｡
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